
平成27年度研究開発成果概要図 （目標・成果と今後の研究計画） 

２．研究開発の目標 

３．研究開発の成果 

１．研究課題・実施機関・研究開発期間・研究開発予算 
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◆課題名   ：自治体向け音声翻訳システムに関する研究開発 
◆副題    ：自治体窓口業務に対応した音声翻訳システムとサービス化に向けた研究 
◆実施機関  ：凸版印刷株式会社、株式会社フィート 
◆研究開発期間：平成27年度から平成31年度（5年間） 
◆研究開発予算：総額749百万円（平成27年度150百万円） 

採択番号：1800101 

本研究開発では、ＮＩＣＴで整備されたコーパス情報等も積極的に活用し、自治体窓口における音声翻訳システムの精度向上と研究開発の効率化を図る。 
 

①自治体窓口業務 

研究開発目標 研究開発成果 

外国人対応の多い窓口業務の選定 
業務フローの作成 

研究開発成果：外国人対応の多い窓口業務における会話 

研究開発成果：日伯語対訳コーパス、音声データ 

研究開発成果：発話付対訳辞書 

研究開発成果：翻訳システム・テストセット 

研究開発成果：ユーザーインタフェース仮要件定義 

研究開発成果：自治体マップ 

自治体窓口コーパス整備 

②コーパスデータの収集 

ブラジル・ポルトガル語のコーパス収集 
（対訳コーパス、音声データ等） 

クラウドソーシング収録環境の構築 

③音声翻訳システムに関する研究 
④音声翻訳システムの実証実験及び検証 

⑤ビジネスモデル等統括研究 

実証実験用システムの構築（テストセットを含む） 
ユーザーインタフェース要件把握 

自治体における在留外国人状況の把握 

自治体窓口の対応業務の全体像と外国人対応が多い優先業務の抽出 
優先業務のうち、戸籍住民課、市民課関連の代表的な手続き、会話例の収集 

自治体窓口関連の対訳コーパス（日伯：4万文、日英：265文）、音声データの作成 
発話付対訳辞書（英語：277語） 
クラウドソーシング収録環境の構築（将来のコーパス収集のための機能） 

＊平成28年度以降、窓口業務分析に基づくコーパスデータの収集 

自治体窓口翻訳システム 

実証実験用システム（H27版）の構築およびテストセット作成 
ユーザーインタフェース仮要件定義の作成 

定量、定性情報に基づく、音声翻訳システムの潜在的導入自治体の把握 

情報フィード
バック 

http://www.bing.com/images/search?q=%e4%ba%ba&view=detailv2&qft=+filterui:license-L2_L3_L4_L5_L6_L7&id=EC5E9A829284E0A0931487F880EE47B049C29163&selectedIndex=192&ccid=viaJaOtz&simid=608038529616121052&thid=OIP.Mbe268968eb7365225b43594d09672519o0


板橋区におけるロールプレイ（住民登録、国民健康保険手続きにおける会話実態の把握）（2015年10月5日） 
 
板橋区に協力いただき、職員2名と外国人間での窓口でのやり取りを再現し、音声翻訳システムのやり取りの順序、会話の
内容、両者の位置関係、やり取りを補助するツールなど、窓口での外国人対応の詳細な分析に活用する。 

 ４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）  

  （１）プレスリリース  

  （２）自治体におけるロールプレイの実施 

「外国人が訪れる全国の自治体向けに窓口での言葉の壁をなくす、音声翻訳サービスの開発に着手～東京都板橋区との連携のもと、窓口での実証実験を開
始～」（2016年3月22日） 
 
本研究開発を実施する凸版印刷株式会社、株式会社フィートともプレスリリースを発行し、自治体窓口業務に対応した国内で初めての音声翻訳システムの研
究開発に着手したことを公表するとともに、研究開発の成果を活用し、大学やハローワーク、金融機関などさまざまな窓口業務で利用可能な音声翻訳システム
の開発を推進することを示した。 
 
【報道等】 マイナビニュース「凸版印刷、自治体窓口業務向け音声翻訳システムの研究開発に着手」   
       （ http://news.mynavi.jp/news/2016/03/23/089/ ） 
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 プレスリリース 
報道 

展示会 標準化提案 
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※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。 

 ５．今後の研究開発計画 
平成28年度は、昨年度の自治体窓口業務の体系化に基づき、外国人対応が期待される窓口（税金、年金、子育て）の業務分析を行い、窓口会話のサンプル
を収集する。これにより、代表的な窓口業務のコーパス作成に寄与する（課題1）。コーパスデータの収集（課題2）では、昨年度に引き続き、ブラジル・ポルトガ
ル語（以下、伯語）を優先する形で、音声コーパスの収集を進める。同言語の音声コーパスは、総量の20%程度を想定している。平成28年度は、課題3、4で実
施する模擬・実証実験でのデータのインプットを考慮し、実証実験実施自治体用語辞書、自治体用語辞書、コーパス、音声収録等を行う。これらを踏まえ、音声
翻訳システムの構築と評価を行い、音声翻訳エンジン及びアプリケーションの開発と改善を図る。自治体窓口における実証・検証では、模擬実験と実証実験を
行い、平成29年度以降の実証実験を見据え、ユーザビリティと翻訳精度の改善を図る。本研究開発成果の展開に向けたビジネスモデル等統括研究（課題5）で
は、昨年度に引き続き、音声翻訳システムの成果の展開モデルの検討に資する基礎情報の収集を図るとともに、自治体窓口音声翻訳システムの情報発信と
自治体とのネットワーク構築に向けた情報基盤として、ホームページ等の開設を計画している。 
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